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2C16 需要創造型新規事業のための 研究・開発マネジメントの 類型分析 

0 石黒 周 ( 科学技術振興事業団 / 

1. はじめに 
企業が成長をとげていくためには 需要創造型の 新規事業の成功が 不可欠 

であ る。 ここで、 需要創造型新規事業とは、 競合他社にさきがけて、 顧客に 

対して今までにない 新しい べ ネフィットを 提供する事業のことを 指す。 

さて、 需要創造型新規事業においては、 市場発展のタイミンバと 最適な技 

術手段をいかにうまく 組み合わせるかが 最も重要な課題であ る。 この課題は   

その新規事業が、 研究，開発をべ ー スとする事業の 場合は、 時間軸の不確実 

性をコントロールするために、 いかに研究・ 開発をマネジメントするか、 と 

。 ' 課 """" 。 """ で " 。 。 

しかし、 この課題は非常に 困難な課題でもあ る。 なぜなら ぱ、 新たに需要 

を創値 するため、 需要 力 顕在化し、 市場性が見えてくるタイミンバがいつで 

あ るか @ 弱ト常に不確実であ るし、 ユーザーを満足させる 製品やサービスを 生 

み出すために 最適な技術手段についても 非常に不確実性が 高いからであ る。 

さらに、 技術手段と市場発展のタイミンバとの 相互作用からの 不確実性も考 

えなくて @ 立ょ らない。 祈まれ ち 技術手段がより 多くのユーザ 一のニーズを 満 

たす製品・サービスを 生み出せば市場発展のタイミンバは 早まるであ ろうし   

逆の場合、 そのタイミングは 遅くなってしまったり、 市場 力滞皓后 立ち上がら 

ないことも起こりうる。 

では．この時間軸の 不確実性をコントロールするためにはどのように 研 

究 ，開発をマネジメントすればよいのであ ろうか。 

この課題に関わる 研究の例としては、 アジルコンペティション (Goldman, 

Na 辞 l8P ㏄㎏， 1%5) 、 ト一タルブロセスモデルを 前提とするラジカル な 漸 

進主義と呼ばれる 手法 ( 艮一ゼンブルーム、 スペン サ Ⅰ 1 ㏄ 8) 、 トリクル ア 

ップ 方式 ( ブランスコム、 児玉， 1 ㏄ 拐 、 この 指 とまれ方式 ( 西村， 1%5) を 

あ げることができる。 これらの研究では、 共通して過去に 企業内に歯 資 した 

知識の活用と 共有、 特にユーザーニーズ 探索のための 顧客と企業間の 知識共 

有の重要性が 取り上げられている。 

しかし、 筆者の一人 ( 石黒が企業内で 携わった新規事業を 含め、 いくつ 

かの需要昏鐘生新規事業の 圧妊力例の調査をしてみたところ、 いずれも企業内 

に蓄積した知識の 活用や共有の 重要性は指摘されたが、 それ以外にも、 時間 

軸の不確実性をコントロールしてタイミンバよく 事業を立ち上げるための 

研究，開発の 管理施策力斗言柄された。 そこで、 本研究では、 時間軸の不確実 

  性を コントロールするための．研究・ 開発マネジメントの 手法開発研究の 第 

1 段階として．まず、 実態調査により、 需要創造型新規事業のための 研究開 

発マネジメントの 類型化を試みた。 

2. 需要創造型新規事業 

研究開発をべ ー スとした新規事業は 、 2 つの事業特性の 軸から分類できる。 

1 つの軸は製品の 展開領域に関する 抽であ り、 この軸で事業は、 寄月明 目ヒ し 

た用途向けの 製品事業であ るか、 広範な用途向けの 製品事業であ るかの 2 つ 

" 東大 ) , 丹羽 清 ( 東大総合 ) 

に 分けられる。 も う 1 つの軸は、 ニーズとシーズに 関する軸で、 顧客のニー 

ス め朔確 化した後、 そのニーズを 満たす製品を 開発して提供するニーズ 主導 

型の事業であ るか、 顧客とそのニーズを 想定し、 まづ期括 提案を行いながら 

製品の仕様を つ めていくシーズ 主導型の事業であ るかの 2 つに 分けられる。 

製品の展開領域の 軸では．広範用途事業の 方が専門特化事業に 比べ、 全事 

業 サイズは大きくなるが．時間軸のフ % 崔 実性は増大する。 なぜなら ぱ 広範な 

用途展開を行うと、 現在保有している 強固な顧客ルート 以外の顧客を 対象と 

しなくて。 立 よらなかったり、 自社にとって 全く新しい技術の 導入を行わなく 

て @ 式よらなくなるからであ る。 同時に、 広範な用途展開は 、 新たな用途を 生 

むという点から 需要創造的な 側面を持っていると 言える。 

ニーズとシーズに 関する軸では、 シーズ主導型事業の 方がニーズ主導型事 

業に比べ、 業界 No.1 のポジションを 獲 得でき、 収益性が増大する 可能性が 

高くなるが、 時間軸のフ % 崔 実性は増大する。 同時にシーズ 主導型専業は 需要 

創造的な側面を 持つ事業でもあ る。 

従って．需要創造という 観点から以上の 事業特性を組合せた 4 つの事業 類 

型は、 以下のように 分類することが 花きる。 広範用途向けシーズ 主導型事業 

( 広範 ノ シーズ事業類型と 略す ) は 、 最も需要創造の 度合い力 離り 需要創造 

型事業、 専『 甘封ヒ 用途向けニーズ 主導型事業 ( 専門ソニーズ 事業類型と 略 ，弗 

は、 需要に応えて 新規事業を行っていることから 需要対応型事業．広範用途 

向けニーズ主導型事業 ( 広範ソニーズ 事業類型と略す ) と専門特化用途向け 

、 ン一ズ 主導型事業 ( 専門 / シーズ事業類型と 略す ) は 、 前 = 者の中間に位置 

することからセミ 需要創造型事業と 分類できる。 

企業にとって は 、 新規事業として、 収益率と売上高がともに 大きくなる需 

要 昏 鐘堂事業 ( 広範 ノ シーズ事業 類里 D を狙いたいところであ るが、 そのた 

めには用途拡大に 伴う時間軸の 不確実性の増大とシーズ 主導に伴う時間軸 

の フ付崔 実性の増大に 対応しなくてはならないため、 これらの時間軸のフ % 崔 実 

  性を コントロールする 研究開発マネ 、 ジメント手法が 必要となる   

図 1 に事業 粋性 の 軸と 事業類型を示した。 

高軸 途 ; 需要創造 需要創造型 

  需要対応型 ミ 需要創造 

ニーズ主導 、 ン一ズ 主導 

時間軸の不確実性拡大 

図 1. 事業類型と事業特性 No.1 のチャンス ヵ 拡大し収益率が 増大 
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3. 本研移毛の アプロ - チ 

本研究では、 家電製品、 コンピュータ．通信機謀印 動 車などに使われる 

雷子・光学・ 精密 陪 ほ品 と 産業 機柿煙 u 品の研究・開発をべ ー スとした新製品事 

業を対象に調査を 行った。 この様な事業は - 般消費者向けではなく、 産業向 

け㊤ め B) であ るため、 製品の売上げや 収益率に、 宣伝や販売促進、 ブラ 

ンド、 流通チャネル 対策といったマーケティンバ 施策の影響がほとんどなく   

研究・開発に 対する @ ぬ Ⅰを・施策が 事業の成功に 直接的かつ強く 関与している。 

そのため．これらの 製品事業の成功事例と 失敗事例から、 目的とする研究・ 

開発マネ 、 ジメントの手法を 比較的容易に 抽出することが 可能であ ると考え 

たからであ る。 

対象とする製品事業の 研究・開発責任者クラスの 人に対してインタビュ 一 

方式により調査を 行った。 インタビュ一調査は、 アンケート調査方式に 比べ 

非常に多くの 調査時間とコストを 要する。 しかし、 ①万妖 防事 千が l@ かりでなく 

失敗事例と、 その改善策をひきだすことが 花きる、 @ 答えてもら ぅ のに適し 

た調査対 9 昔の回答を得ることができる、 ③回答の背景や 根部貼付け口的な 情 

報を得ることができ、 新たな仮説設定に 役立つ、 といったアンケートからで 

は抽出できない 調査を行うことができる。 

インタビュ一の 中でほ、 需要 唐 lb 董 型の新規事業の 具体的な事例をあ げても 

らい、 その事例について、 時間軸の不確実性をコントロールして．事業を 成 

功に導くためにどのような 研究・開発の 管理が重要であ るかについてできる 

だけ詳しく話を 聞いている。 f ぬ出された管理項目とその 管理項目における 管 

理施策の重要度ほついては、 「非常に重要であ る J 「重要であ る」「どちらで 

もない」「あ まり重要ではない」「全く 重要ではない J という 5 段階で、 その 

レベノレ を申告してもらった。 そして． け巨 常に重要であ る」「重要であ る」と 

申告された管理項目と 管 1 酎 施策をそれぞれ 重要管理項目、 重要管理施策とし 

た。 また．事業の 丘 姥力と 失敗の基準は、 その事業が業界内のトップシェアで 

あ るか．あ るいは業界の 平均収益率よりも 高い収益率を 実現しているかによ 

っで判断した。 

インタビュ一調査は． 2001 年 3 月から 8 月にかけて行い、 1 手仕 19 事業 

から有効な回答を 得た   

4. 何 % 荒 開発マネジメントの 類型 イヒ 分村テ 

インタビュ一調査の 結果から、 需要創造型新規事業 ( 広範 ノ 。 一ズ事業類 

型 ) に分類された 事業に共通した．時間軸の 不確実性をコントロールするた 

めの重要 管 1 里 項目 @ 戴 以下の 4 点であ った。 

①ロードマップマネジメント 

②研究・開発知識蓄積プロセスマネ、 ジメント 

③知識共有マネジメント 

④ 蓄 偵知識 活 m マネ、 ジメント 

ここで、 ロードマップマネ、 ジメントとは 雇鴬客 あ るいは忠君 繭 客の市場トレン 

ド予想 ( マーケットロードマッカの 作成、 メンテナンス、 企業内利用をど 

のように行っていくかの 管理方法であ る。 また、 研究・開発知識蓄積プロセ 

スマネジメントは、 研究・開発テーマの 設定から成果の 蓄積までのプロセス 

の管理方法であ る。 す な れ ち 、 どのようなプロセスでテーマが 設定され、 そ 

れがどのように 進捗しており、 どのような結果で 止まっているかという 知識 

を 管理する方法であ る。 知識共有マネジメントについては、 研究開発者聞知 

識共有と顧客 一 研究開発音間知識共有に 分かれた。 

本研究では、 まず 牛 Ⅰにて上記重要管理項目に 対して． 4 つの事業類型 

ごとに時間軸の フ付崔 実性コントロールのための 重要管理施策を 列挙し．需要 

創は 萱堂新規事業の 研究・開発マネジメント 手法を整理する。 ( 表 1) 次に． 

4.2 で各事業類型同モ の 重要管理施策を 比 技 することにより．用途拡大に 

伴う時間軸の 不確実性増大とシーズ 主導に伴う不確実性増大をおさえる 研 

究・開発マネジメント 手法を検乱する。 

4.1. 時間軸の不確実性コントロールのための 事業類型 

別重要管理施策 
前述の 4 つの重要管理項目に 対する重要管理施策を 列挙し、 それを表 1 

にまとめた。 

① ロードマップマネジメント 

専門 /"" ズ事業類型、 " 鰯 """" 事業類型では                                         

メントは重視されていない。 専門 / シーズ事業類型では．自社の 専 巳甘封ヒす 

る領域の顧客の 市場に対するロードマップを 作成し、 継続的に更新し、 事業 

部門全体で情報を 共有している。 牛封ヒ している領域であ るため多くの 顧客か 

ら詳細な情報 力滑 られ．将来の 予想の精度も 高くなる。 このロードマップを 

元 に新しい製品の 提案を適切なタイミングで 行 う ことが可能になる。 広 ・ 範イ 

、 ン 一ズ事業類型では、 長期間にわたる 広範な領域を 対象とした顧客ならびに 

想定顧客の市場に 対するマーケットロードマップが、 その内容について 責任 

を持つ担当者 力 清史 定 されて作成され、 継続的に更新され、 企業内全体で 共有 

されている。 広 い 領域における @ 客との共存関係を 作り．その中で、 最も市 

場 に影響力 め 大きい 膿 客を探し出して 予想の精度を 上げ．マーケットロード 

マップを 作 6f する。 このロードマップに 基づき製品提案の 適切なタイミング 

と求められる   性能レベルを 設定する。 

② 研究・開発知識蓄積プロセスマネジメント 

研究・開発の 知識を蓄積するまでのプロセスについて 各事業類型で 以下の 

ような管理施策が 行われている。 

""/"" ズ事業類型。 " 、 ' 捌鵠 '" 成 " 管理 ""' 氏 "" 。 。 探 "" 要 "" 

"" 力 ' 。 """ 施策 "" 。 " 。 " 。 。 。 。 " 標 " 肯 " 垂 成型 管 """ 、 譚客 " 

。 " 。 。 ね 。   " 能 。 。 """ 。 " 。 達 '" 。 。 """" で " 。 、 ' 的探 """   

"" 。 顧客 "" 案 " 、 受 。 "" 。 ね 。 。 """ ッ 。 " 探索 """ 。 " 。 。 " 

の事業 矩 型は、 ニーズカ 泊嫡崔 であ るため、 いかに他社に 先駆けて製品化する 

かが重要であ る。 広範ソニーズ 事業類型では、 目標性能達成型管理の 綺 り 民と 

目的探索の要素の 排除に加え、 中核事業領域に 隣接する事業に 必要な技術に 

絞って 痩 得することを 重視している。 この事業類型は 自社の強みであ る 7% 術 

領域を中心に 効率的な開発をすることにより 広範な用途に 対してもタイミ 

ングのいい製出Ⅰを 実現できる。 専門 / シーズ事業類型では、 目的探索とし 

て、 専門特化した 領域におけるニーズの 想定を研究・ 開発者の協調の 中で行 

い、 ニーズ想定後、 目標   @ 蜻邑 園女型の管理を 行っている。 また．中核事業領 

域に隣 中 棄する事業に 必要な技術に 絞って 痩 得することを 行っている。 最も自 

社の強い領域に 絞ることにより 事業化のタイミングの 精度を上げている。 広 

範 ノ シーズ事業類型では． 繍邨勺 な目的探索と、 目白 % 安定役．目標 ャ 特旨達成 

型管理への切り 替えを行っている。 また．蓄積された 要素技術同士がうまく 

組み合わせられるような 仕組みの構築が 重視されている。 具体的には．研 

究・開発成果のデータベースを、 研究開発のテーマアップから、 どのフェー 

ズで 中断しているかまで 含めて検索できるよ う に構築する、 全社の保育する 

一 481 一 



磁 術を調べあ げ、 誰がどんな技術に 精通しているかを 把握している 事業企画 

の人を設定する、 新たな 伎 術を開発する 際に．過去に 開発した要素技術との 

組み合わせを 可能とするような 技術開発上の 制約条件を加えるなどの 方法 

が見られた。 さらに、 外部との積極的な 研究連携により、 企業内部の研究・ 

  

③ 2. 顧客 一 研究開発者間の 知識共有 

どの事業類型も 代表的な顧客や 想定顧客と研究開発者間の 直接対話ルー 

トを作っている。 こうすることにより 研究開発者 力 、 市場立ち上がりの 適切な 

開発の不足分を 補うなどの管理施策も 重視されている。 広範な領域への 製品 

の数多くの提案に 対し、 最適な技術手段を 最も素早く組み 合わせられるよう 

にすることで、 事業化のタイミングが 早過ぎることもなく、 遅すぎることも 

ないようにすることが 可能になっている。 

③ 知識共有マネジメント 

③・ 1. 研究開発者間の 知識共有 

専門ソニーズ 事業類型では、 この項目に対する 重要 管 正勤 伍 策は見られなか 

った。 広範ソニーズ 事業類型では、 顧客の課題に 合わせたメンバー 構成で開 

発を進めることにより 最も効率的に 開発力 碓 められるようにしている。 専門 

/""" 事業 鯉 "" 範ノ 。 "" 事業類型では、 部門。 "" が。 研究 """ 

タイミングをはっきりと 認識することができる。 広範ソニーズ 事業類型では   

これに加えて 営業部門が、 自社の中核技術で 解決可能な、 顧客の抱える 問題 

点の探索を行うソリューション 型の営業を行っている。 広範 ノ シーズ事業類 

型では．自社技術の 組合せによるソリューション 提案を行っている。 

このようなソリューション 型の営業は、 顧客 則 ； 革 企業の持つ製品や 伎 術 を詳 

網 に知らない場合でも、 顧客の問題点やニーズを 発見することができる 手段 

であ り、 広範な用途開拓の 際には有効なニーズ 調査手段と考えられる。 

④ 蓄積知識 活 m マネジメント 

全事業績型に 共通して．中核要素技術に 精通している 人力信臣であ るかを明確 

ィピ することが重要であ る。 最 連 ぬ タイミングで 最適な技術手段によって 事業 

者の協議の場で、 ニーズの想定と 研究・開発者間の 協力関係をつくり、 役割 

分担を明確化しており、 @ 客に先駆けた 提案と素早い 開発の体制を 作って い 

化を行うには 最適な研究開発者を 配置しなくてはならない   

表 1. 新規事業における 事業類型ごとの 重要管理項目と 施策 
事業類型 専門Ⅰニーズ 広範ソニーズ 

管理項目 需要対応型 セ ; 需要創造型 

ロート， マ ‥ ノフ 。 マネ 、 ン 。 メ / ト 

研究開発知識蓄積 

フ 。 ロセスマネ・ ン 。 ルト 

  
目標性能達成型の 管理 

を徹底し、 目的探索の要 

素を混入させない。 

目標性能達成型の 管理を徹 

産 し、 目的探索の要素を 混 

入させない。 

中核事業領域に 隣接する事 

業に必要な技術に 絞って 痩 

得する。 

  
専門Ⅰシーズ 
セ ; 需要創造型 

専門特化領域の 7% ッ トロ " ト " マ 

ップの作成と ノ ン 計漱 

専門特化領域のニーズの 想 

定と目標性能達成型の 管理 

手 -@ @ けっ 。 

中核事業領域に 隣接する事 

業に必要な技術に 絞って解 

得する。 

広範Ⅰシーズ 
需要創造型 

長期・広範囲の 7% ッ トロイ 鞠アの 作成 

と / ン付以 

積極的な目的探索、 目白 % 安定後は目標 

性能達成型の 管理に切り替える。 

蓄積された要素技術がうまく 組合せ 

られるような 仕組みを構築する。 

外部との積極的な 研究連携により 企 

業内部の研究・ 開発の不足分を 補う。 

知識共有 

マネ シ ・メント 罰
昆
 

昔
 

発
 

跨
開
 

顧客の課逆に 合わせた メ， '    @ 歩部門の研究開発者協議の 

- 構成で開発を 進める 場で、 二 つ ，想定と研究開発 

者間の協力関係の 構築と役 

割分担の明確化 

研
究
 

"
 者
問
 

審
究
 

顧
問
 

代表白りだ 館葮客と 研究・開 代表的 6 顧客と研究・ 開発 代表的な顧客と 研究・開発 

発音問の直接対青き @ トの 音問の直接対話 トト の設定 者問の直接対話 @ トの 設定 

設定 自社中核技術で 解決可能な 

顧客の問題点発見 

部門をまたがる 研究開発者の 協議 / 

研修の場で、 研究開発者問の 協力関係 

を づ くる。 

代表白 0% 廊震客と 研究・開発者問の 直接 

対話 肝トの 設定 

自社技術の組合せによる 刀 r シわ 提案 

で -- オ 調査を行う。 

蓄 千貫 ま t@ 言哉 @ ま甲 7% ゾ /)l   

通している人の 明確化 ている人の明確化 中核要素技術に 最も精中核要素技術に 最も精通し中核要素杖術に ている人の明確 最も精通し中核要素技術に f ヒ の明確化 最 も 精通している 人 

4,2. 事業類型間重要管理施策の 比較                                               " 舶 """ 究 """"" 識 " 有 "" 。 "" 。 。 顧 """ 題 "" 

前述の各事業類型間の、 時間軸コントロールのための 重要管理施策を 比 咬す 発見 ) が有効であ る。 

ることにより、 需要創造型新規事業の 用途の拡大 ( 専門特化～ 広 節用 鬨とシ ② 専門ソニーズ 事業と専門 / シーズ事業問の 比較 

一ズ提案 ( ニーズ主導～シーズ 主 割による時間軸の 不確実・性を 押さえ込むた 専門特化向け 事業において、 シーズ提案による 時間軸の不確実 @ コントロー 

めに有効な研究・ 開発マネ、 ジス ント が示唆される   ルは は．ロードマップマネジメント ( ロードマップの 作成 ). 研究・開発知識蓄 

・① 専門ソニーズ 事業と広範ソニーズ 事業問の比較 積 プロセスマネ 、 ジメント㈱を 接 事業に必要な 技術の獲得 ) 、 研究開発者間夫 畦哉共 

ニーズ主導の 事業において、 用途を拡大することによる 時間軸の不確実性 コ 有 マネジメント ( 研究開発者協議の 場の構築 ) が有効であ る。 

ントロールには、 研究・開発知識蓄積プロセスマネ 、 ジメント ( 隣接事業に必要 ③ ぼ ・ 砲 ソニーズ事業と 広 砲ノ シーズ事業 間 の 山 e 交 

一 482 一 



広範用途向け 事業において、 シーズ提案による 時間軸の不確実性コントロールに 

は、 ロードマップマネジメント ( 長期 / 広範囲のマーケットロードマップ 作成 ). 

研究・開発知識蓄積プロセスマネジメント ( 要素ヰ南村 % 圧合せの 仕組 ・ 秋 外部研究連 

携 ) 、 研究開発者間の 知識共有 ( 研究開発者協議の 場の構築 ) が有効であ る。 

④ 専門 / シーズ事業と 広範 レノ シーズ事業間の 比較 

・ ン一ズ 主導の事業において、 用途を拡大することによる 時間㎜の不確実性コント 

ロ 刊 " は、 研究 " 開発知識蓄積 ブ " セ " マ " 。 "" ト 。 。 的探索 " 。 標性縫成 

管理の切り替え、 要素技術組合せの 仕組み． 外 ，研究連携 ) 、 顧客 " 研究開発者聞 

知識共有マネジメント ( ソリューション 提案 ) が有効であ る。 

⑤ 専門ソニーズ 事業と広範 ノ シーズ事業間の 比較 

需要対応型事業に 比べ．詰難 め製 事業にお。 て 用途拡大、 汁ズ 提案による時 

間軸の 小 確 剰 ・生コントロールには、 ロードマップマネジメント ( 長期・広範囲のマ 

リ，トナドマ ，フ 作成 ) 、 研究 " 開発知識 蓄 f" ブ 。 セ スマネ " メ " ト ( 目的探 

索管理、 "" 技術の組合せ " 仕組み、 "'" 瓶 連携 ' 、 研究 "" 者 " 知識共有 """ 

ジメント㏄井先開発者の 協議の場 ) 、 顧客 一 研究開発者聞知識共有マネジメント ( ソ 

' 」ユ ー ション提案 ) が有効であ る。 

英知識蓄積プロセスマネジメンⅡ 2 つ目 力 W 升究 開発長期構想と 呼ばれる、 毎年 

内容が更新されていく 3 つのロードマップであ る。 1 つは マーケットロードマップ   

で、 このロードマップの 作成を業務にしているマーケティンバ 吾 ㌍ 90 メンバーが、 

広範 6 市場領域に対する、 これから 10 年間にわたる 予想図を作成する。 これに基 

づいて、 今 俊 10 年間どんな製品を 作るべきかをプロダクトロードマップとして 描 

く 。 そして、 その製品群を 実現するためにどのような 技術力秘要とされるかをテク 

ノロジーロードマ ソフ   として記述し、 これらの 3 つのロードマップを 全社で共有し 

ている。 [ ロードマップマネジメント l マーケットロードマップ 上で重点ターゲット 

となっている 市場に対しては、 その市場の代表的な 重要顧客を選定し． E 盤 Ⅳ s ぬ ge 

Inv0@ment と呼ばれるソリューション 型の提案を行 う ことによって 製Ⅲ ヒに近 

づけていく。 [ 雇ほ容一研究開発者間知識央 司 

3 つ 目が単跡部 卸 方術プロバラム、 と呼ばれる社員の 自発的な勉強会と 七好 時 交流会で 

あ る。 @ 究開発者聞知識共有マネジメント l 数十講座を持ち、 ここでの ; 雛市 が 、 

社内でその ; 挺術 分野に最も精通している 人間にあ たる。 博千貫知識活用マネジメン 

ト l 以上 の 3 つの手法が相互に 絡み合って、 村田製作所社は、 数多くの電子 デバ 

イス を他社に先駆けタイミングよく 事業化することに @ 成功している   

4.3. 需要創造型新規事業マネジメント 表 2. 事業類型の事例 
以上の結果より、 需要 餓置 型新規事業において、 紐 重の技術により 市場発展の 事業類型 専門 / ニース   広範 / ニーガ 専門 / シづ 。 広範 /. ンづ   

タイミングに 合わせて事業化を 成 ち 力させるための 研究・開発マネ 、 ジメントには・ 従 ・ 調査事業数 4 5   6 

来から重要性力斗 旨捕 されていた、 企業内に 輯 貴された知識の 共有と活用に 加えて、 事業事例 スター精密 日東電工 コニカ ォ 十日製作所 

ロードマップマネジメ " トと 研究 " 開発知識蓄積 プ 。 セ " マネ """ トの 。 つ め ( 時計用 精 ( 液晶用 偏 ( 非球面アラ ㏄ ぅ ; 矧 電子 

@mwsgrc&@@@t@     r@  a@T¥  ffi@jgiBa@@@e@@-7@-@%>h- 商都 n@a)  光楓 好 け しガ )  部品 ) 

には、 次の 4 つのマネジメントが 重要となる。 ①ロードマツ プ マネ 、 ジメント ( 長期   日本電子 デンソー Ⅹ 社 ローム 

                                                              @w%　〉a@niSc@a7 。 a ， b@-?@ ・ > ・ ( 研究測定 ( 自動車 関 ( 精密 u つ り - ( 用途別 推 

@  >  @    (QtsmSS-                                  @WsWB.@@tS@  @@gWf%@@%)   機糊 連 部品 )  助コづ ・ づ 奨シ 万 め 

③知識共有マネジメント ( 研究開発者間協議の 場、 顧客との直接対話、 ソリュー シ 

ョン 提案 ) 、 G 寄歌ロ 襯 詰ゼ 活用マネジメント ( 中核要素技術に 精通する人の 明 溜ヒ @  6.  結論 

そして、 需要月 lb 置型新規事業の 広範な用途とシーズ 提案による時間軸の 椛 @ q 確実性 研究 """ 。 。 """'" 新規。 "" ほ姥功 " 。 故事 "" 。 " 。 。 ユ "" 査か 。   

の 増大を押さえ 込むためには・ロードマップマネジメント ( 長期・広範囲のマーケ 広範用途向けシーズ 主導型事業であ る需要創造型新規事業では、 最適の技術により 

                                    研究 """"" 蕃 " ブ " 。 " 。 ネ """ ト 。 " 杓探 "   市場発展 " 。 。 '" グ " 合 。 せて事業化を 成功させ。 " めの研究 " 開発 " ネ """ 

目轍鞘漣成 管理の切り替え、 要素キ 受 m6 組合せの仕組み、 外吉防 肝先連携 ) 、 知識央 ト として、 従来から重要性力斗言柄されていた．企業内に 菩 横された知識の 共有と活 

有 マネジメント ( 研究開発者協議の 場、 ソリューション 提案 ) の 3 つのマネジメン 用に加えて、 ロードマップマネジメント と 研究・開発知識蓄積プロセスマネジメン 

トが 有効であ る   トの 4 つの管理項目が 重要であ ることがねかった。 

そして、 需要 倉 @K き 型新規事業の 広範な用途とシーズ 提案による 時卍 頭山の フ麻崔 実性 

5. 調査事例 の 増大を押さえ 込むためには、 ロードマップマネジメント ( 長期・広範囲のマーケ 

インタビュ一調査を 行い有効な回答の 得られた事業は 19 事業であ った。 需要 対 ットロードマップ 御句 劫 、 研究・開発知識蓄積プロセスマネジメント ( 目的探索 / 

麻里事業であ る専門ソニーズ 事業類型としてスター 精密社の時計 m 精密 陪 ほ品事業 目標   @ 鞘ヒ 達成管理の切り 替え、 要素Ⅰ 支 御組合せの 出且 み、 外吾 陣形目引 お ) 、 知識央 

など 4 事業・セミ需要 倉 @b 重里事業では、 広範ソニーズ 事業類型として 日東電工社 有マネジメント ( 研究開発 割蒲 義の場 、 ソ l 」 ユー ション提案 ) の 3 つのマネジメン 

の 液晶用偏光板事業など 5 事業、 専門 / シーズ事業類型としてコニカ 社の非球面 トが 有効であ ることが示唆された。 

ブラスチックレンズ 事業など 4 事業、 需要 倉 lb き型 事業では、 広 $ ぴ シーズ事業 類 

型 として村田製作所社のセラミクス 竜子部品事業など 6 事業であ った。 ( 表 2)  参考文献 

ここでは、 紙幅の制約上・ 需要創造型新規事業の 典型的事例として 村田製作所社の プランヌ、 コム， L.M., 児玉文雄． r 日本のハイテク 技術戦略』 NTT 出版， 1995 

電子部品事業を 紹介する。 文中の @  l は対応する 班究 開発管理項目であ る。 G 小山 nan,S.L.,Na 肘 l.R.N., ㎝ dPle ト S.K,U1995)A ヨイ たし Om 刀 Ⅱ だ申 ・ 肋 S% ゴ均沖ムゴ 

村田製作所社 は、 3 つの特徴的な 研究開発マネジメント 手法を行っている。 1 つ                                                                                                                                                                 
目が耶畑額勺 開発プロセス 管理と呼ばれる 手法であ る。 これは事業化のプロセスを フ Pubus@)9 

エーズに 分けて進捗 措 理する手法であ る。 研究・開発プロセスについても、 研究 フ 西村吉雄． F 半導体産業のゆくえ ] 丸善． 1995 

ニーズ、 開発フェーズをさらに 細分化して進捗管理が 行われている。 ロー ゼンブルーム ， R.S. , スペンサ 二 Ⅵ     J ‥ r 中央研究所の H 刮 犬の終焉 由 日経 BP   

研究 " 開発 " テ一 " ごと "                                                                                                           1998 

的にどのような 内容であ るかが．すべてデータベースに 保存されており、 現在 8 

万件の研究開発成果とその 進捗フェーズ ヵ 神命 索 可能なⅡ㍽張になっている。 [n ポ 荒開 
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